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1.ミ ッ シ ョン

(1)ミ ッションとは何か

「わたしたちは
、地球的視野 に立ち、世界中の顧客の満足のために、質の高い商品 を適

正 な価格で提供 することに全力を尽 くす」

「産業人たる本文 に徹 し
、社会生活の改善 と向上 を図 り、世界文化の進展に寄与せんこ

とを期す」

前者は本田技研工業株式会社、後者 は松下電器産業株式会社 の社訓である。 日本 を代表

す る自動車そ して家庭電化製品のフラ ッグシップカンパニーの社訓 だが、 それぞれ本田宗

一郎 そして松下幸之助 とい う稀代 の経営者の哲学(ミ ッション)が にじみ出ているように

感ぜ られる。

ミッションとは、 そもそもキ リス ト教の布教 を任務 として外 国に派遣 され る人たちを意

味する言葉だったが、現在は何 らかの任務あるいは社会的使命 を意味す るようになってき

ている。

なぜ本 田氏や松下氏は一一代 で日本 を代表するような巨大な企業 を創業できたのか。そ こ

には本 田氏や松下氏の立派 な商品をつ くりたい という気持 と、企業が大 き くなった後 も

(例えば本田氏 はオー トバ イで世界一 になった後、 あえて自動車業界 に乗 り込 んだ。 ま

た、松下氏 はあ らゆる電化製品の売上 日本一 になった後 も、PHP研 究所や松下政経塾 な

どの事業展開を行った。)「もうこれで よい」 と思わず、 さらに新たな企業経営の推進 を創

造 していったか らではなかろうか。

このように企業の成長 の原動力は経営者の持つマネジメン トカ(skill)と 、 さらに経営

者の成長 しようとするあ くな き意志 の力(will)に よる ところが大 きい。 この ような経営
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の原動力 となる経営者 の意志 をミッションと

言う。

本稿では、 この ミッションを原動力 とした

一連の経営戦略
、つ まりミッシ ョンマネジメ

ン トについて述べてみたい。

ミッションを補 う概念 としてビジ ョンとバ

リューがある。 ミッシ ョンは企業が何故存在

す るか、その 目的 と事業 内容 を包括 した概念

である。 これは、いわば企業が道 に迷 った方

向へ行 った時に帰すべ き基本方針であ り、進

むべき方向 を示す灯台の光 である。

市場 には競争相手がいて、顧客が存在する。 その市場 や価格戦略の中で、自分達が どの

ような位置付であ りたいか を示すのが ビジョンである。 これ には具体的な数値 目標 を入れ

て説明を加 えた りす る。

バ リュー とはミッションや ビジ ョンをも索制す る基本哲学 であ る。いたず らに販売量 を

拡大 した り、規模 を追わない という戒めで、経営者 の哲学 とも言 うべ き価値観 のことを意

味す る。今で も伝承 され る住友 グループの 「浮利 を追わず」 などが、 このバ リューに相 当

する例である。
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者は常に この ことを念頭 において外部環境 の

変化や競合他社の動向の情報分析 に目を見張

っておかねばならない。

また、 ミッションには4つ の対象がある。

この対象は従業員 とい う直接的ステークホル

ダー(利 害関係者)と 顧客、株主、社会 とい

う間接的ステー クホルダー に分 けられる。

従業員 とい うステー クホルダーは経営者か

ら見る とサー ビス を提供す る対象であるが、

一方
、企業 とい う組織か ら見る と従業員 はサ

ービスを受 ける対象で はな く、経営者 と協働

して企業活動 を行 う側 にも立つ ことになる。

(3)好 循環サイクルの経営

仮 に或 る企業の ミッションに 「顧客第一の

経営」 とい うテーマを設定 した としよう。い

い商品は顧客 に育て られ るとい う哲学の もと

に生産が行われるようになる と、売上 も上 り

顧客の リピー トオーダーが増す。 また、顧客
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〈図3>小 野桂之介著『ミッシ ョン経 営のすすめ」

よ り一顧客 ミッションか ら出発す る経営

一 を もとに作図

が固定化 し商品ブラン ドに対 し提供者 と消費者 とい う関係が出来上がる。

結果的 に仕事のや りがいが創出され、従業員の士気 も向上す る。売上が上 るとコス トの

削減 にもつなが り、業績 を押 し上 げ、利益 も右肩上 りとな り競争力 もついて くる。

株主に対 しては株価が上 ることと配当 とい う形で貢献出来、 また地域社会 に対 してはフ

ィランソロピー(社 会貢献)事 業 を通 じ地域 に根 ざす企業 とな り得 る。

結果的 に社会的信用度 も増 して再投資が可能 にな り、 さらなるマーケ ッ トを確保 出来

る。 この ように、 ものがプラスに転換す ると好循環サイクルの経営が可能 となる。 この よ

うな好循環サイクルの代表例 としてスターバ ックス コー ヒーがある。深煎 りコーヒーの独

自の店舗展開を武器 に、 コー ヒーチェーン米最大手 にの し上がったスターバ ックスコー ヒ

ーのH・ シュル ツ会長 は、同社の成功の秘密 をある女性従業員のエ ピソー ドをまじえて次

のように述べている。

Case1〈 従業員志向の経営:ス ターバ ックス〉

「スターバ ックスでは現在は1週 間に1500万 人が来店 し4万 人の従業員が働いてい る
。

当社 の理念 は、家庭 と職場の中間に位置す る店舗で、店員 との触れ合いを通 し、利用者 に
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最高級の コー ヒーと くつろげる雰囲気、体験 を提供す ること。飲 み物 を中心 に話題が花開

く共 同体感覚を作 ることで、スターバ ックスブラン ドを確立 した。従って経営で も最 も重

要なのは人的資源だ。我々 は従業員 を大切 にする経営 に心 を砕いてい る。 この会社 と従業

員の関係、従業員 とお客の関係 こそが成長の原動力だ。」

シュルツがマーケティング責任者 として入社 した1982年 当時、わずか4店 だったスター

バ ックス コー ヒーが、今や世界20力 国の地域 に3600店 となった。

あるカリフォルニアの女性店長のエ ピソー ドが これ を物語 っている。 その女性 はクジで

8700万 ドルを当てた。料金 は彼女が支払 ったが、店 の全従業員が連名 で買ったので、賞金

は山分 けした。新聞やテ レビに大 きく報道 されたが、彼女 は 「私に生活の意味を与 えて く

れたスターバ ックスは辞 めた くない。」 と言 って仕事 を続 けているという。

II.ミ ッ シ ョン マ ネ ジ メ ン ト

(1)ミ ッシ ョンマネジメ ン トの役割

社員の潜在能力がフルに発揮 され総和 となって、一つの目標 に向った時ほど大 きな成果

が得 られることはない。何かのプロジェク トに取組 んでいる時、何 を見て も、何 をやって

いて も 「そのプロジェク トの関係で物 を見て しまう」 こうい う精神状態 をプロジェク ト・

コンシャスネス と言 う。

ミッションマネ ジメン トの役割 を一口で言 うとすれば、企業活動のすべを ミッションの

もとに統合する とい うことである。

企業が外部環境 や競争の波に打ち勝 って存続 してい くためには、経営 目標であるべ きミ

ッションを明確 に理解 し、その達成 に向けて相互 の整合性を保 ちなが ら戦略 を立て、同時

に組織への求心力 を維持 してい くことが肝要である。

企業が競争力のある強い組織集団であ り続 けるかどうかは、社員が仕事 に捧 げるエネル

ギーの総和 と、 そのエネルギーを一一・つの目標 に統合す る力によって決定 され る。

(2)コ ア ・ビジ ョン(主 要 目標)

ミッションの内容 をよく見 ると、企業 によっては、その組織 が達成 しようとす る主要 目

標(コ ア ・ビジ ョン)に 力点 をおいた もの と、社会的使命 などの主要価値(コ ア ・バ リュ

ー)に 重点がおかれた ものが見 られ る。

ビジョンとは企業が考 える将来 の姿であ り、競争相手そ して社会 における関係な ど4つ

のステークホルダー との関係 も含 んだ理想 的な姿(ポ ジショニング)を 表す。

Case2〈 顧 客 志 向型企 業 を目指 す:ア マ ゾ ン ・ドッ ト ・コム 〉

アマ ゾ ン ・ドッ ト ・コム を創業 した、 ジェ フ ・ベ ソス はプ リンス トン大学 で電 子 工学 と
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情 報科 学 を学 ん だ秀才 で 、 ウ ェブ時代 に最 も適 して い る商 品 は書籍 と音 楽 だ とい うこ とに

着 目す る。30才 そ こそ こで二 人 の仲間 と ともにガ レー ジを改装 した オ フ ィス でイ ンター ネ

ッ ト書店 を始 めた。彼 の ビジ ョンは

1.史 上最 高 の顧 客志 向型 企業

2.品 揃 え、利 便性 、価 格

3.速 く大 き くな る(Getbigfast)

4.最 高 の人材 募 集

だ った。 顧客 が本 をイ ンター ネ ッ トで注 文 す る時 に、最 も重 視 す る点 は品揃 え、利 便性 そ

して価格 だ とい う明確 な ヴ ィジ ョンの元 に豊 富 な 品揃 え、 ビジネ スモ デル、 特許 として話

題 にな った 「ワン ク リック注文 」、 そ して デ ィス カ ウ ン ト価 格 な どの戦 略 を次 々実 行 に う

っ し、 創業 か ら4年 も経 た ない うち に同社 はゼ ロか ら10億 ドル の売上 げ、7500人 もの従業

員 を擁 す る会社 に成 長 させ た。

ちな み に、 ア マ ゾ ンジ ャパ ンのサ イ トを覗 いて み る と、 現在 売 れて い るベ ス トセ ラー百

冊 の本 の タイ トル と寸評 が和 ・洋 書別 に美 し く配列 され てい る。 さ らに文学 評論 ・ノ ンフ

ィク シ ョン、 歴史 地理 、 ビジネ ス ・経 済、 アー ト、趣 味 ・暮 ら し… …な ど、15の ジ ャ ンル

別 にuptodateな デ ー タが一 覧 出来 る よ うに な って お り、 さす が に顧 客志 向型 を 目指 す

企 業 の サ イ トで あ る と感 心 させ られ る。

な お、蛇 足 なが らビ ジネ ス ・経 済部 分 のベ ス ト22位 に は チ ャ ッカ リ日経BP出 版 の 「ア

マ ゾン ・ドッ ト ・コム」 も紹 介 され て お り、 書評 の一一覧 も掲載 され て い る。

(3)コ ア ・バ リュー(主 要価 値)

企 業 の根本 に流 され る哲学 、 あ るい は創業 者 の心 で あ り魂 とも言 うべ き ものが コア ・バ

リュー(主 要価 値)だ 。企 業 が市場 の競 争 の波 に さ らされ た り、環境 の悪 化 に と もない 、

その方 向性 を見 失 わ ない そ う にな った 時 に、何 が決 定 や行動 の よ りど ころか を示 す一一・連 の

信 念 で あ る。

別 の言 い方 をすれ ば、バ リュー とは社 員 が何 を大 切 に思 って い るか で あ り、新 入社 員 も

他 の社 員 の行 動や 社風 を見 て何 が バ リューか を感 じ とれ る もので な けれ ばな らな い。

ケ ン ・ブラ ンチ ャー ド、 マ イケル ・オ コナー共著 の 「価 値 に よ るマ ネ ジ メ ン ト」 に よる

と、 企業 にお け るバ リュー は

1.コ ア ・バ リュー の確認

2.コ ア ・バ リュー の伝達

3.バ リュー と行 動 の一致

の3つ の段 階 で浸透 させ るべ きだ と説 いて い る。

「誠 実」 「利 益 向上 」 「顧客 優 先」 な どの 、 あ りふれ た言葉 で は意味 が な く、実 際 に こ う
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いったバ リューが効力を発揮す る ときは、(a)社 員の実際の行動 にて らし合わ した定義が

あ り、 さらに(b)優 先順位 を示すランク付 けがある場合である。

そういった日常 の行動か ら一つずつバ リューが確認 され、社内に広 まり、やがて社風や

企業の価値観へ と醸成されてい くのではないだ ろうか。

この 「価値 によるマネジメン ト」のプロセスにかかる時間の80%は 、バ リュー と行動を

一致 させ る段階で費やされ るのである
。

Case3〈 バ リュー重視 の経営:デ ィズ ニー 〉

デ ィズ ニ ー に は テ ー マ パ ー ク に 関 す る コ ア ・バ リュ ー一が4つ あ る。 そ れ 等 は安 全 性

(safety)、 礼儀(courtesy)、 演 技(theshow)そ して効 率(efficiency)で 、 この順 番

で価値 の重要 度 が定 め られ てい る。75%を 超 え る来 場 者 が リピー ター(東 京TDLは90%)

で あ る と言 われ るデ ィズニー の成 功 の秘 密 はサ ー ビス の質 で はない だ ろ うか

つ ま りバ リューが絵 に描 いた餅 で は な く、 キ ャス トと呼 ばれ る従業 員 が積極 的 にフ レ ン

ドリー に応 対 して い る。 そ ん なエ ピ ソー ドが 『デ ィズ ニ ー7つ の法 則 』 に紹 介 され て い

る。

"ス ペ ー ス ・マ ウ ンテ ン"と い う人 気 の乗 り物 に乗 るた め長 い間待 た され た家族 は
、や

っ と順 番 が来 た時 、子 どもが ソフ トク リーム を買 った ところで、 それ を持 った ままで は入

場 で きない こ とが 分 か った。 子 ど もは興奮 して取 り乱 し、親 も どうすれ ば よいの か途 方 に

暮 れ て いた ところ、 ス タ ッ フが だ だ を こね る子 ど もに こ う言 った そ うだ。 「お姉 さん が そ

れ を持 って いて あ げ る。乗 り物 を降 りた ら返 して あ げ るか らね 。」 そ う言 って子 どもか ら

ソフ トク リーム を預 か った スタ ッフは、子 ど もが 乗 り物 か ら降 りて くる時 間 を見計 らって

新 しい ソフ トク リー ム を買 い、 出 口で待 って い て くれた そ うだ(夏 の暑 い ロサ ンゼル ス で

ソフ トク リーム は5分 ももた な い)。

また、 あ るス タ ッフは園 内 で カ ップル に頼 まれ カ メ ラの シ ャ ッタ ー一を押 して あ げ た時

に、彼 らは新婚 旅行 中で、 これか らレス トラ ンで食 事 をす る と ころだ とい う話 を聞 きつ け

る。 そ して、 そ の スタ ッ フはあ らか じめスー パ ーバ イザ ー に了解 を取 る と、花 屋 で花束 を

どっ さ りと買 い、食 事 中 の新 婚 カ ップル に届 けた。 「デ ィズニ ー ラ ン ドの全 キ ャ ス トか ら

心 を込 めて」 とい うメ ッセー ジ を添 えて …… 。

その新婚 カ ップル が どれだ け喜 ん だか は想像 にか た くない。 こうい った話 は非 日常 の感

動 を演 出 す るデ ィズ ニー ラ ン ドで は毎 日行 わ れ てい る よ うな こ とか もしれ な いが 、 い ざ自

分 が サー ビスす る側 にな る と、 なか なか マニ ュ アル の反復 だ けで は、 とて も こう うま くい

くもので は ない。 お客 の最 も喜 ぶ こ とは何 か とい う こ とを常 にバ リュー に照 らし合 わ せ な

が ら考 え、 また臨機 応 変 に対 応 す るた め のス ーパ ーバ イ ザー な どの組織 が きっち り出来 て

いれ ば こその結 果 、成 せ る技 で はな いだ ろ うか。
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III.ミ ッ シ ョンマ ネ ジ メ ン トの実 行

(1)組 織 ・目標 の設定

尚、 ミッシ ョンマネジメン トの実行 に関連

して大切な ことは、企業 ミッションを共通の

基盤 とした企業理念 と行動指針 との有機 的な

連関である。 ミッシ ョンとは創業者の理念別

哲学であるので、そこには創業者や企業独 自

の価値 観 に支 えられた哲学が こめ られて い

る。

この哲学 は時代が変わって も不変である。

それに対 して行動指針 とは、企業理念 に基づ

いて行動 を起 すガイ ドラインとも云 うべ きも

ので、時代 とともに変わ りうる。

よって この不変の企業理念 と環境の変化に

対応 した行動指針 とは共通の価値観の上 に有

機的 に繋がっていなければな らない。当然の

企業の価値観

〈図4>価 値観 によるマネ ジメ ンン ト
ー 条和生著 『バ リュー経営』 よ り

ことなが ら企業活動 は日夜行われてお り、 日々刻々 と変化 している。 この活動 は組織単位

で行われているので、重要 なことは企業組織 のこれ らの活動が、 どれだ け企業 ミッション

と一致 しているか、 また はミッシ ョンを念頭 において行動 しているか とい うことになる。

企業 ミッションを印刷 して社 内に掲 げた り、会社案内に印刷 しても、それが実際の企業

活動 に反映 されなければ何 の意味 もなさない。企業 内での価値数 を明 らかにし、 それ を組

織 のメンバーが共有 して各 自が行動に反映 させた とき、企業活動が 目的のある行動へ と変

化 してい く。

(2)良 い組織

ある目的で誕生 した組織 も、その 目的 を当初 の予想 よ りも高い度合いで、達成す るもの

もあるだろうし、そうでない場合 もある。組織 を運営す る人 は、みなその組識 を良い組織

にしたい と考 えるだろう。

良 い組織 とは、堺屋太一氏 による と 「大 きな組織」 「固い組織」そ して 「強い組織」 と三

つの種類 があると指摘 してい る。

「大 きな組織」 は組織 を構成す るヒト・モノ ・カネ、 そして情報 が多いことだ。 ヒ トと

は従業員数、モノは不動産 などの純資産額、カネは現預金 ・有価証券 などの総資産額 に加

え、伝統や市場 なども含む。 また、情報 の多さは時差やコス トの差 を生み出す大 きな要因

になる。従ってある程度の大 きさ(ス ケール ・メリット)が 組織活動 にはプラスに働 くと
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い うことだ ろう。

「固い組織」 は昔か ら人の三井
、組織 の三菱な どと言われて来たが、組織 の固さはその

帰属意識 と組織力(機 動力)で 表す ことが出来 る。 もともと日本人 は自分の属す る会社 に

対 す る忠誠度 は高 く、終身同 じ会社 に務 め ることが美徳 とされ てきた。 また一旦事 ある

と、一致団結 して組織力 を示す といった話 を聞か された ものだが、バブル崩壊後 の昨今の

企業合併や統廃合の状況 を見 る と、 この忠誠心 に騎 りが見 え始 めてい る。

「強い組織」の尺度 は
、 目的達成能力 の高さを表す。組織 の目的 を達成するにはまず、

意志決定 を迅速かつ明確 に行 うこと、そ してその使命 が全員 に徹底 し、確実 に実行 される

ことが大前提で ある。

今一度、 ミッシ ョンによるマネジメ ン トの成否 は 「自分達の ミッシ ョンは何か?」 「自

分達 はどのような貢献 を組織 に対 してなすべ きか?」 「そのため に何が差別化要因か?戦

略課題 か?」 「どのような達成 日程 を掲 げるか?」 とい う質問に立 ちかえって検証 するこ

とが肝要である。

Case4〈 従業員組織志向の ミッション:堀 場製作所 〉

分析機器の トップメーカーである堀場製作所 は、 そのコーポレー ト・フィロソフィーの

中に従業員 に対するメッセージを次の ように示 してい る。

社是:お もしろおか しく 「人生 の もっ とも活動的な時期 を費やす仕事 に、 プライ ドとチ

ャレンジマイ ン ドを持 ちエ キサイティングに取 り組 む ことによって、人生の満足度 を高

め、 よ り人生 をお もしろおか しく過 ごせ る」

従業員:「 私達 は、ホ リバ グループ会社 がベ ンチャー精神 をもとに設立 された事 に誇 り

を持 っています。グループ従業員一人一人 は起業家精神 を維持 し、個性的なアイデアや改

革の実現 に努力する事 を期待 されてい ます。 グループ従業員 に対 してそれぞれの可能性 を

最大限 に生 か し、 目標 を達成す る為 に、オープ ンで フェアー な労働 環境 を提供 す る と共

に、個々の さらなる成長の為、異文化 を相互 に理解で き、伝 えられ る国際感覚 を兼ね備 え

た人間である事 を求 められ ます。

その実現 に向けて具体的 な取組 み として、国際基幹人材育成 ・交流プログラム と人事業績

評価 システムを構築 します。 また業績評価 に際 しては、挑戦心 をもって業績の向上に努力

してい る者に報いるため、加点主義 をその根幹 とします。」

「お もしろおか しく」 をモ ットー にす る企業者堀場雅夫氏の従業員 に対す る考 え方が こ

の言葉の中によ く表 されてい る。つ まり組織 の目的 と個人の 目的 は必 ず しも一致 しない

が、社員 として も奉職 した以上、個人 の潜在能力 を楽 しく開花 させた方が組織 と個人双方

に とってプラスだ とい うメ ッセージには説得力が ある。

堀場氏 は近著 「仕事がで きる人 できない人」の中で次の ようにも説 いている。
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「これか らの時代は
、組織のために自分 を犠

牲 にする という考 え方は通用 しない。大切 な

のは会社ではな く、仕事 であ り、仕事を通 じ
..

て自己実現 を図る という生 き方だ」

(3)業 績評 価

アー サー ア ンダー セ ン ・コ ンサ ル テ ィン グ

社 のキ ャプ ラ ン とノー トン氏 によ る業種 評価

基 準 にバ ラ ンス ・ス コアカー ドに よる ものが

あ る。 このバ ラ ンス ・ス コアカー ドとは 「財

〈図5>バ ラ ンス ・ス コアカー ドの4つ の視 点

アーサーア ンダーセン ・ビジネス コンサ

ル ティング著 『グループ経営マネジメン

トJよ り

務的視点」「顧客の視点」「社内 ビジネスプロセス」そ して 「学習 と成長の視点」 という4

つの視点か ら構成 され、 ミッションと部門 目標のバ ランスあるいは、株主、顧客、社員等

のステークホールダー とのバ ランス もうまく保ちなが ら、企業変革を進めてい くことがで

きるモデルである。

これ らの視点の うち、最 も重要な ものが 「財務的視点」である。収益性 を保 ちなが らも

成長性、安全性、効率性な どの観点か ら業務 を観察 してい くことが肝要である。 この 「財

務 的視点」 を達成す るために必要 なのが 「顧客の視点」である。マー ットのサポー ト無 し

に企業の生計 は成立たない。マーケ ッ トシェアやセグメンテー ション販売 に目を向けると

ともに忘れてならないのが、顧客の満足度である。顧客 ほど移 り気のある者はいない。価

格、サー ビス、品質な どすべての基準で競合他社に負けないクオ リティを保ち続けるかが

大 きなポイン トとなる。

「財務的視点」 と 「顧客の視点」が設定 されると
、 これ等 を実現するために 「社 内ビジ

ネスプロセスの視点」が必要になって くる。 この ビジネスプロセス にはさらに開発、製

造、流通、そ してアフターサー ビスの三つの部分にお ける業績評価基準 を設置す ることが

望 ましい。

最後 に必要な視点が 「学習 と成長の視点」である。新 しい戦略を成功 させ るためには、

従業員 にその戦略 を実行 させるための教育が重要で、 またその成功への動機づけがされな

ければならない。

このようにバ ランス ・スコアカー ドによる評価 は定期的 にチェックして改善を加え、常

に新 しい戦略別 に再構築 してい くことが望 ましい。

IV.非 営利 組 織 の ミッシ ョン

(1)非 営利組織の ミッション

これまで述べてきた ように、企業が成長 ・発展 してい くには経営者の理念 としての ミッ
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ションを明 らか にし、その達成 に向けて戦略 を構築 し、組織全体 に浸透す るよう心がけて

いかねばならない。

この考 え方は大学 ・病院 ・NPOな どの非営利組織 においても適応 され る。む しろ営利

を追求する という明確 な達成 目標が ない非営利組織 ほど、 ミッションを明確 にして、マネ

ジメンン トを通 じ組織 への求心力 と一体感 を維持 してい くことが必要なのか もしれない。

ピー ター ・ドラッカーによる と、企業 と大学の ような非営利組織 との最 も大 きな違 いは

人のマネジメン トや人間関係 のマネジメン トの分野であると指摘 している。企業 において

も経営者が組織 に働 く者が、給与 や昇進だ けで動機づ けられるわけではない とい うことを

知ってい る。 しか し非営利組織では、その何かが企業 よりもず っと必要 とされていると説

いている。

大学運営 における使命が必要 な理 由は これ まで述べた通 りだが、 これを実行 にうっすに

は組織立 てることが重要だ。そして、その組織が どの ような評価 を受 け、 どのような成果

をあげるのか ということが確認出来 るシステムの構築がいるだろう。 また、その組織 に働

く人 の能力 も無視出来 ない。

資源 とは、人材や組織がつちかってきたノウハ ウの ことで、組織 自体が持つ能力 という

ものの再確認 も大切 である。

企 業
(就職先)

(2)大 学のステー クホルダー

大学 をめ ぐる利害関係者 はパ ブ リックとい

う言葉 を英語では使 うのが一般的であるが、

ここではあえてステークホールダー とい うビ

ジネス上の言葉 を使用す る。ステークホール

ダー とはポーカー一ゲームでお金 をかける人 と

いう意味か ら来 てい る。

下記 の図一6に おいて大学 を中心に大学 に

影響 を与 え るステー クホールダー は、高校

生、受 験生 が在校 生、保 護者 にな り、卒 業

生、同窓生 となる一っの流れ と、地域社会や

卒業生がお世話 になる就職先企業、そ して大

学で働 く教職員な どすべてを指す。 また、企

業の中には大学に機器や食料 を納入 した りす

る業者 も含 まれ る。

これ等のステークホールダーを優先順 にグ

ループ分 けをす ると図一7の ようになる。プ

〈図6>大 学をめ ぐるステークホル ダー

<図7>ス テ ークホール ダーの優先順位
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ライマ リーは在学生、教職員、理事な どの直接関係者であ り、セカンダ リー とプライマ リ

ーの中間 にイ ンダイレク ト関係者がお り、保護者、卒業生、志願者 な どが これ にあた る。

また、マスメディアや競争相手校 などはセカンダ リーグループに入る。 この分類は各大学

において行われ るべきで、その大学 を取 り巻 く関係者 とのつなが りを確認す る上で重要な

作業 となる。 また、 これ等 のステークホールダー ごとに大学 に対 す る要望や関心 は異 な

る。 このそれぞれのステークホール ダーごとに大学の ミッションを伝 えてい くことが肝要

で、それは広報政策 として考 えて考慮すべ き大切 な戦略である。

Case5〈 大学の ミッション:ア メ リカ国際経営大学院 〉

アリゾナ州 フェニ ックスにあるアメ リカ国際経営大学院(通 称 サンダーバ ー ド)は 全校

生約1500名 のうち43%が77ヶ 国からの外国人学生で占め る大変ユニー クな国際経営大学の

大学院大学である。本大学院の ミッションステー トメン トは 「国際的企業の経営的立場 に

貢献 できる、 よ り高度な資質 を もった人材 の育成」 とあ る。そ してい くつかの目標 とし

て、

・グローバル ・ビジネス、比較文化的、倫理的、語学的に特色 を持 った経営学修士号や

ノン ・デ ィグリー ・プログラムを提供する。

・卒業生 と学友のグローバルなネッ トワークを支持 し関与 してい く。

・教授 による委託研究、 コンサルテーションや学生のインターシップ、 また コンピュー

タな どの設備提供な どによって、国際 ビジネス、政府組織、非営利団体な どに貢献 す

る。

・国際的において、また国内的 にも学生や教員を多様化する ことにより、国際的理解 を

深 める。

・優良企業 とのタイアップにより、企業ニーズに合 ったカ リキュラムを構築 し、また、

就職活動 を国際的な目的 に合 うように行 う。

サンダーバー ドは、学生や卒業生 をうま く帰属意識の高 いステークホルダー として取 り

込むマーケテ ィングシステムが出来 てい る。 この長年 の成果が外部評価 に もつ なが り、

1995年 にはビジネス ・ウィーク誌 にグローバル ・ビジネス教育部門で全米1位 の学校 とし

て紹介 された。 また、U.S.ニ ュース&ワ ール ドレポー ト社 にも96年 、97年 と連続で国際

ビジネス部門で全米1位 校 として紹介 されている。

95年 以前 の評価 について言 えば、他の ビジネススクールの2年 のMBAプ ログラム と違

い、サ ンダーバ ー ドは1年 の修士 プログラムであ るこ とや、学位 がMBAで な くM.1.M

(国際経営学修士)で あることでランク外 になっていた ところ、89年 にロイ ・ハーバーガ

ー学長が就任 にて以来、全米 ビジネススクール協会(AACSB)に 働 きかけ、95年 に他の

MBA校 と同等の資格 を持つ認可校 として認 められた途端 の快挙だった。
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(3)大 学の ミッションの考 え方

ここで大学 とい うもの を中心 に学生、教 職

員、法人 そして社会 という4つ のステータスホ

ールダーに対 し、 ミッションステー トメン トを

考 えてみる。

今、国立大学の独立法人化の動 きが具体化 し

ようとす る動 きの中で、国立大学 といえども予

算配分 の根拠が市場原理 によって決め られ るよ

うにな る。つま り国立大学の自己評価や理念構

築が声高 に叫 ばれているのは、 こういった理由

によると大阪大学の本間正明教授 も指摘 してい

る。

国公私立 を問わず理想の教育 の姿 とい うもの

の、一定の形態 とい うものはないが、仮 に 「個

性の尊重 と心の教育」 とした場合、 これが種々

の方策で学生 に伝わった と仮定す る。 またその

学生向きミッション

法人志向ミッション

<図8>大 学 の ミッシ ョンの考 え方

～個性 の尊重 と心の教育～

ミッションを実現す るため、教職員 は 「教育の工夫 と研究の充実」 に取 り組 む、一つの目

標 に取組 みだす と改善がなされやす くな る。

教職員の取 り組みは学生 に伝わ り、学生か らさまざまなかたちで評価 される。 こうした

学生 による評価 は教職員に とっても仕事 のや りがいを生 む と同時に応募者増や受託研究費

等の増加 につなが る。 こういった循環 は組織 の継続 と繁栄 につなが り将来的に社会的評価

も上昇 してい く。大学の社会的評価が上が ると、受験応募者 の増加 につながって行 く…。

この ような好循環サイクルの経営が実行 されれ ば、大学 の ような非営利組織 において

も、一つの ミッシ ョンか ら生 まれ る理想的なマネ ジメン トスタイルが実現可能 と言 えるの

で はないだろうか。
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